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はじめに
名古屋市内ではこれまでに，アブラコウモリ

Pipistrellus abramus，キクガシラコウモリRhinolophus 
ferrumequinum，オヒキコウモリTadarida insignis の3
種類のコウモリ類が確認されている（名古屋市，2015）．
今回新たに，市内では未確認であったヒナコウモリ

Vespertilio sinensis が，都市域である中区栄三丁目の専
門学校8階で確認されたので報告する．これは名古屋市
内におけるヒナコウモリの初確認記録である．

ヒナコウモリ確認の経緯
2016年1月14日13時10分頃，名古屋市中区栄三丁目
にある名古屋コミュニケーションアート専門学校エコ・
コミュニケーション科（図1：N 35°09' 53.7"，E 136°
54' 11.3"）の8階で，階段北側に貼られたパンチングメ
タル製金網の壁面内側に一頭のコウモリがつかまってい
るのを学生が発見した（図2）．コウモリがつかまって
いた場所は人の腰の高さほどであり，また，学生が頻繁
に通行する場所でもあったため，このコウモリを一時保
護することとした．この個体を観察したところ，背面の
毛が霜降り状を呈していたことなどから，ヒナコウモリ

図2．階段のパンチングメタル製壁面につかまるヒナコウモリ．図1．ヒナコウモリの確認地点（中区栄三丁目）．
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と推測された．なお，この個体の一時保護については，
愛知県環境部自然環境課に第一報を入れた． 
一時保護した個体はほとんど動かなかったため，「な

ごや生物多様性センター」へ運び入れた．パネルヒー
ターで保温し，スポイトで給水，餌としてミールワーム
を与えたがまったく食べなかった．1月18日に死亡した
ため，外部形態を計測した．その後，仮剥製と頭骨標本，
性別が雄であったため陰茎骨の標本を作製した．また，
毛皮と表皮，頭骨，陰茎骨を除いた身体については，無
水エタノールで液浸保存した．これらの標本は，名古屋
市環境局「なごや生物多様性センター」の標本庫に収蔵
した（登録番号：MA00138）． 
計測値は，体重が13.1 g，前腕長が46.4 mmとヒナコ
ウモリとしては若干小型のように思われた．類似した
小型種であるヒメヒナコウモリVespertilio murinus は，
頭骨最大長が16 mm以下で，ヒナコウモリは16 mm以
上とされる（阿部，2007）．今回拾得された個体の頭骨
標本を計測したところ，頭骨最大長が16.6 mmであった
ため，ヒナコウモリと同定した（図3）．これは名古屋
市におけるヒナコウモリの初確認記録である．
今回，ヒナコウモリが確認された場所は，名古屋市有

数の繁華街，栄（図4）にある専門学校内の階段であっ
た．確認場所の階段は校舎の外側に面しており（図5），
壁面がパンチングメタル製金網であったためヒナコウモ
リはつかまることができた．この専門学校の屋上は緑化
されており，ヒナコウモリが確認された階段通路は，屋

上から直接侵入可能であった（図6）．今回の結果のみ
ではヒナコウモリが市内の都市域に偶然迷い込んできた
可能性も否定できないが，確認が冬期の1月であること
から，市内で越冬していた可能性も示唆される．
今回の事例では，ヒナコウモリがこの時期に別の場所
から飛来し，階段内に侵入したのか，それとも，すでに
この場所で越冬していたのか判断することはできなかっ
た．ただし，階段天井と校舎の間には数cmの隙間があり，
そのような場所でヒナコウモリが越冬することは可能で
あったのかもしれない．見つかったヒナコウモリは，左
前肢第1指の先端が欠損していたことから，体をうまく
保持できず，越冬場所から落ちてしまった可能性も考え
られる．今後，階段天井と校舎の間にある隙間にコウモ
リ類が越冬していないか調査する予定である．

名古屋市内でヒナコウモリが活動している可能性
これまで，ヒナコウモリが名古屋市内で活動している
可能性は音声調査によって示唆されていた．ヒナコウモ
リは都市域で活動することが多いアブラコウモリに比較
すると，20 kHz台の比較的低い周波数の音声を発する
コウモリとして知られる（Fukui, 2004；船越，2010）．
2012年から2016年までに市内各地で実施してきたコウ
モリ類の飛翔時における探索音（search phase call）の
音声調査では，ピーク周波数が20 kHz前後の周波数の
音声を発するコウモリ類が，市内の大村池（守山区），
小幡緑地（守山区），緑ヶ池（守山区）牧野ヶ池（名東

図4．中区栄3丁目の街並み．図3．一時保護したヒナコウモリ．
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区）名古屋城（中区），名城公園（中区）といった広範
囲で確認されている（野呂未発表）．現在，20 kHz台の
音声を発する種で，愛知県内で確認されている種は，ヤ
マコウモリとヒナコウモリの2種類である．今のところ，
ヤマコウモリとヒナコウモリの音声のみによる判別は困
難であるため，音声調査のみでヒナコウモリと同定する
ことはできない．しかし，上記した市内の地域の内，い
くつかの地域ではヒナコウモリが活動している可能性も
十分に考えられる．特に今回のヒナコウモリの拾得場所
である中区栄から2 kmほどしか離れていない名古屋城
や名城公園でも，20 kHz台の音声を発するコウモリ類
が複数回確認されていることから，今後，この地域でヒ
ナコウモリが確認される可能性は非常に高いと考えられ
る．また，全国的に見ても市街地でのヒナコウモリの確
認事例が増えていることから（青木ほか，2006；板橋ほ
か，2007；広瀬ほか，2008；浦野ほか，2008；重昆ほか，
2013；大沢ほか，2014），今後，名古屋市内でもねぐら
や越冬場所，活動場所が見つかる可能性も十分に考えら
れよう．
ヒナコウモリは愛知県レッドリストでは「絶滅危惧

ⅠB類（EN）」として記載されている（愛知県，2009）．
名古屋市レッドリスト（名古屋市，2015）では未記載種
である．そのため，次回の名古屋市レッドリスト改訂時
には新たにヒナコウモリをリストに加える必要がある．
現時点では，ヒナコウモリが市内を越冬場所やねぐら，
活動場所としているのかが確認できていないため，「情

報不足（DD）」が妥当である．しかし，今後の調査によっ
ては，名古屋市内におけるヒナコウモリの定着を確認す
ることができるかもしれない．今後，ねぐらや越冬場所
の調査に加えて，音声による調査方法を確立し，より積
極的な生息分布調査を進めていくことが望まれる．
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